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研究成果の概要（和文）：1999年の検診受診者1235名のうち、糖尿病治療中、空腹時血糖値≧126mg/dL、HbA1c値≧6.0
％、HOMA-IR≧1.73の者を除外した564名を対象とし、アルドステロン濃度（3分割）と10年後のメタボリック症候群へ
の進展との関連を解析した。結果、アルドステロンの濃度とメタボリック症候群の進展に関しては有意な結果が得られ
なかったが、インスリン抵抗性への進展に関しては有意な関連を認めた。本結果からは、アルドステロンが独立してメ
タボリック症候群の前段階といえるインスリン抵抗性の進展に作用することが考えられたが、今後さらにデータを蓄積
し、より長い期間での解析にむけて努力していく。

研究成果の概要（英文）：A total of 1,235 participants (490 men, 745 women) underwent health check-ups in 
1999. We measured components of metabolic syndrome (blood pressure, waist circumference, fasting plasma 
glucose, and lipid profiles). At the 10-year follow-up, we performed a prospective analysis of 564 
subjects to predict incident metabolic syndrome. However, no significant associations were found between 
plasma aldosterone levels and components of metabolic syndrome. In the prospective analysis, a 
significantly higher relative risk (1.71 [95% CI: 1.03-2.84]) was observed in the highest tertile versus 
lowest tertile of plasma aldosterone for the development of insulin resistance, after adjustment for 
confounding factors. This 10-year prospective study demonstrated that plasma aldosterone levels predicted 
the development of insulin resistance in a general population.
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１．研究開始当初の背景 

本邦では食生活の欧米化に伴い、全死亡に

おける心血管死の占める割合が増加傾向であ

る。 動物モデルではこれまで脂肪細胞におけ

るミネラルコルチコイド受容体がメタボリッ

ク症候群やインスリン抵抗性に関連すると報

告されており、2007年にはFramingham 

Offspring Studyで、血漿アルドステロンの高

値はメタボリック症候群及び長期にわたるメ

タボリック症候群構成因子の変化と関連した

ことが示された。このように米国では

Framingham研究においてメタボリック症候群

とアルドステロンの関係を検討した報告があ

るものの、本邦においては、一般住民を対象

とした前向き疫学研究は未だない状況である。 

 

２．研究の目的 

米国からの報告にあるように、血漿アルド

ステロン濃度とメタボリック症候群の構成

因子の間には強い関連が認められると想定

され、本研究では、我が国における一般住民

を対象に血漿アルドステロン濃度とメタボ

リック症候群の関連を調査し、独自のエビデ

ンスを得ることが目的である。 

 

３．研究の方法 

(1)データの収集、整理（横断・縦断研究） 

我々は、1958 年より世界 7カ国共同研究の

一環として福岡県久留米市田主丸町の同一

地区にて経年的に一般住民検診を行ってい

る。1999 年、2009 年には同地区にて 40 歳以

上の男女約 2000 名を対象に検診を行ってお

り、本研究は 1999 年のデータをベースライ

ン時のデータとして使用した。1999 年に同地

区で施行した住民検診の受診者のうち、糖尿

病治療中、空腹時血糖値≧126mg/dl、HbA1c

値≧6.0％、HOMA-IR≧1.73 の者を除外し、

2009年にフォローアップできた564例を対象

に血漿レニン濃度、血漿アルドステロン濃度

を測定し、メタボリック症候群への進展に関

して縦断研究を行った。 

(2)予後調査 

血漿アルドステロン濃度を測定した対象

者に対し、現在の健康状態を確認する手紙を

送付し、返信された手紙をもとに検査・治療

を受けた病院・医院からの情報の収集、カル

テの閲覧を行った。返信されなかった対象者

に対しては、直接電話や聞き取りによる調査

を行った。 

(3)統計・解析 

統計は、SAS を用いて分析し、解析方法は

Logistic 回帰分析、重回帰分析を含めた単お

よび多変量解析を行った。血漿アルドステロ

ン濃度とメタボリック症候群のコンポーネ

ントとの関連性については、1999 年、2009

年のデータと比較し血漿アルドステロン高

値者はメタボリック症候群に進展するかを

検討した。 

 

４．研究成果 

(1)横断研究 

1999 年の大規模検診の受診者で、40歳以

上の 1235 名(男性 490 名、女性 745 名)を横

断研究の対象とした。 

①1999年のアルドステロン値で対象を3分位

に分けて背景因子を比較したところ、アルド

ステロン値が高いほど若く（アルドステロン

最高値群で 60 歳）、BMI（最高値群で 23.5）

やウエスト径（最高値群で 78.3cm）は大きく、

インスリン抵抗性の指標である HOMA-IR、尿

酸値、総コレステロール値や中性脂肪値が高

かった。血圧には有意差は見られなかった。 

 



②年齢・性別で補正すると、アルドステロン

濃度は、メタボリック症候群のコンポーネン

トであるウエスト径、インスリン抵抗性や中

性脂肪と有意な正の関連を示した。 

③非肥満者 (BMI<25)においても同様の関連

を示した。さらにアルドステロン濃度が上昇

するにつれメタボリック症候群になるリス

クも有意な上昇を認めた。 

 

(2)縦断研究 

1999 年の時点で糖尿病治療中、空腹時血糖

値≧126mg/dl、HbA1c 値≧6.0％、HOMA-IR≧

1.73 の者を除外した 564 名を対象とした。 

①2009 年のメタボリック症候群の進展の有

無で対象者を 2郡に分け、背景因子を評価し

たところアルドステロン濃度に関しては統

計学的に有意な関連は認められなかった。 

②アルドステロン濃度（3分割）とメタボリ

ック症候群の進展とに関しては有意な関連

を認めなかった。 

③2009 年のインスリン抵抗性進展の有無で

対象者を 2群に分け（インスリン抵抗性の判

定基準を HOMA-IR≧1.73 とした）、背景因子

を比較したところ、進展のあった群では BMI

やウエスト径が有意に大きく、収縮期および

拡張期血圧が有意に高く、高血圧治療歴を有

する者の割合が有意に高かった。 

④アルドステロン濃度（3分割）とインスリ

ン抵抗性の進展との関連を解析した結果、年

齢、性別、BMI、1999 年の HOMA-IR、収縮期

血圧、高血圧治療歴で補正しても、アルドス

テロン最低値群を 1とした場合、最高値群は

1.6～1.9 倍のオッズ比となり、アルドステロ

ン高値はインスリン抵抗性進展の有意なリ

スク因子であった。 

 
今回の田主丸町研究の一般住民検診デー

タに基づく解析から、アルドステロンはイン

スリン抵抗性進展と強い正の相関を示すこ

とが明らかであり、本研究の結果からはアル

ドステロンは独立してメタボリック症候群

の前段階といえるインスリン抵抗性進展に

作用している可能性があると考えられた。 

今回 1999-2009年のデータを縦断解析して

の結果であるが、現在も予後調査を進行中で

ある。具体的には 2014 年より 1999 年、2009

年の検診受診を対象に住民検診を施行して

いる。経年的にサンプル数を増やし、解析を

行うことにより、さらに長い期間での縦断研

究を行えば、メタボリック症候群への進展が

評価できる可能性があると考えている。 

なお、検診受診者に対しては各個人の結果

および今後の方針について（生活習慣の改善

や専門医受診の必要性など）検査結果の報告

を行い、さらに、精密検査が必要だと判断さ

れた受診者に対しては医療機関への紹介状

を作成し、紹介受診を促すとともにその結果

および経過について継続的な調査を行って

いる。 
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